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岬町



実効性確保モデル事業の概要

環境省では災害廃棄物対策指針、行動指針の策定等を行うとともに、災害対策基本法や廃棄物処理
法の改正等やマニュアル類の作成及び災害廃棄物処理支援員制度（人材バンク）など災害対応の実
効性確保に向けた取組を進めている。

一方で、過去の災害では、処理計画が策定されていても、計画量に見合った仮置場の事前選定や収
集方法等の具体的手法が定められておらず、発災時には路上や公園などに災害廃棄物が混合状態
で堆積してしまった事例も見られる。

府県と連携しながら市町村等における災害廃棄物処理の実効性確保に向けた検討の具体化を進める
ことを目的として実施した。

【事業の目的】
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事業の内容対象自治体

災害廃棄物処理基本計画（改定案）

門真市
災害廃棄物処理実施要領（案）の作成

災害廃棄物排出マニュアル（案）

職員及び協力事業者向け「災害廃棄物処理マニュアル（案）」

市町村廃棄物部局向け災害廃棄物処理にかかる初動対応の検討

交野市 交野市版初動時対応マニュアル（案）

ボランティア・市民向け周知案内（案）

災害廃棄物発生量の試算及び災害廃棄物の収集運搬及び処理体制

岬町

府内他自治体及び民間事業者の焼却施設の調査

仮置場候補地の調査

排出困難者サポート調査

担当者向け災害廃棄物対応マニュアル（案）



事業の概要
（３．大阪府岬町）
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南海トラフ巨大地震等での津波堆積物を含めた災害廃棄物発生量を試算

過疎地域という社会的特性を踏まえ、特に町の役割と町民の役割を明確化した災害廃棄物の収集運
搬及び処理に関する体制とりまとめ

岬町が示すエリア内の府内・他自治体及び民間事
業者の焼却施設を机上調査し、可能な限り処理能
力と実処理のデータを盛り込み、リストとして整理

時期 町の役割 町民の役割 
平時  岬町災害廃棄物処理計画の作成 

 集積所、一次仮置場候補地の検討 
 発災時の災害廃棄物処理対応の町民
への啓発 

 収集運搬事業者や産業廃棄物処理事
業者（産業資源循環協会）との体制構
築・協定締結 

 簡易トイレ、仮設トイレ等の災害ト
イレの確保 

 大阪府や関係期間との情報共有 

 災害時の廃棄物対応の内容確認 
 自治会等の地域コミュニティにおけ
る災害対応指導者の決定 

 集積所、一次仮置場候補地の確認 
 使わずにしまってある退蔵品の処
分・リサイクル（災害廃棄物になるこ
とを防止する） 

発災時  被災地域の被災状況を確認する。 
 避難所の開設・避難所ごみの収集運
搬を行う。 

 簡易トイレの配布、仮設トイレの設
置・し尿の収集運搬 

 平時の生活ごみ収集運搬体制に加え
て、片付けごみ等の災害廃棄物を収
集運搬する車両を手配する。 

 発災から１～3 日以内に集積所を開
設する。（適宜一次仮置場を開設す
る。） 

 集積所を管理する自治会関係者と連
携する。 

 家族や近隣住民の安否確認 
 平時のトイレが使用できない場合
は、簡易トイレや仮設トイレをルー
ルに基づき使用し環境衛生の悪化を
防止する。 

 町からの指示に基づき、被災家屋か
ら被災家財（片付けごみ）の排出を準
備する 

 自治会長等のリーダーの指導に基づ
き自宅からのごみ出し、集積所への
片付けごみ排出を行う。 

 片付けごみは家から出す時点で出来
るだけ分別区分ルールに従う。 

・災害廃棄物発生量の試算及び災害廃棄物の収集運搬及び処理体制

・府内他自治体及び民間事業者の焼却施設の調査



事業の概要
（３．大阪府岬町）
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仮置場の実効性のある
運用を目的として、町内
３か所の仮置場候補地
の現地調査を実施

高齢者世帯が多いことから、災害廃棄物の排出困難者の規模を算定し、他自治体の事例等を参考
にそのサポート策をとりまとめ

調査結果を盛り込み、小規模自治体で担当職員が少ない町の特性を踏まえた担当者向け災害廃棄
物対応マニュアル（案）を作成

【調査チェックシート】 【ハザードマップの確認】 【現地調査結果】

・仮置場候補地の調査

・排出困難者サポート調査

・担当者向け災害廃棄物対応マニュアル（案）の作成


